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① きさ土′濡拳少′!1沼〉て`しつ粒子の17/ポが若千偏子であろtめさん断による准

手の再函]列により盗米條数のこ千力暇3こる。

② 鰤 成崎rFAがりを持って分布してぃた問隙径が′じ

ん断l■より麦イリし′そたにこもない盗米係数が低下する。
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3.彙験結果と考索

安験結果を述ヾ る前〔′現盗場における強蔵特性を薯素調験で調式
｀
ぅ現合の問題点に急キしておく。ひとつ嗜′

縦采いう指哺ざシしているように平素肉に要ネ刀が5え力のイ均′性があり′燿索試験`なりえてない斎、である。t
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